
JP 2009-16180 A 2009.1.22

10

(57)【要約】
　【課題】夜間において点灯しているソーラー式街路灯
を側方から見た際に、落ち着いた雰囲気や心地よさ、安
らぎ感の印象を受ける低消費電力形の街路灯用照明器具
並びに街路灯を提供する。
　【解決手段】照明光５５の発光を行う照明用ＬＥＤ５
４の外側に、視認光５７の発光を行う視認用ＬＥＤ５６
を配列し、照明用ＬＥＤ５４と視認用ＬＥＤ５６との間
を仕切る隔壁５２を配した。この隔壁５２の外周面には
、視認用ＬＥＤ５６が発光した光を当該照明器具４０の
側方に向けて反射させる反射面５１が形成されており、
視認用ＬＥＤ５６の外側には、拡散光を側方に向けて出
射する視認光拡散部４４が形成されている。
　【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　路面等を照らすための照明光の発光を行う照明用ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ　Ｄｉｏｄｅ）が中央部に配置され、
　側方からの視認性を高めるための視認光の発光を行う視認用ＬＥＤが、前記照明用ＬＥ
Ｄの外側に配列され、
　前記照明用ＬＥＤと前記視認用ＬＥＤとの間を仕切る隔壁が配され、
　当該隔壁の外周面には、前記視認用ＬＥＤが発光した光を側方に向けて反射させる反射
面が形成されるとともに、
　当該隔壁の開放端には、前記照明光を出射する照明開口部が形成されてなり、
　前記視認用ＬＥＤの外側には、前記視認用ＬＥＤが発した光及び前記反射面にて反射さ
れた反射光を拡散させて側方に出射する視認光拡散板が配され、
てなることを特徴とする街路灯用照明器具。
【請求項２】
　前記視認用ＬＥＤは、前記照明用ＬＥＤよりも低輝度のＬＥＤを用いたことを特徴とす
る請求項１に記載の街路灯用照明器具。
【請求項３】
　前記視認用ＬＥＤとして、１５００（ミリカンデラ）以下の光度、且つ、光の指向特性
が１００°以上の広指向角ＬＥＤを用いたことを特徴とする請求項１又は２に記載の街路
灯用照明器具。
【請求項４】
　前記照明用ＬＥＤとして、光の指向特性が９０°以下の狭指向角ＬＥＤを用い、
　前記照明用ＬＥＤから３ｍｍ～１０ｍｍ離れた位置に、照明光を拡散させる照明光拡散
板を備えたことを特徴とする請求項１～３に記載の街路灯用照明器具。
【請求項５】
　前記視認光拡散板は、少なくとも５０ｍｍ以上の側面高さ及び側面幅を有する拡散板で
あることを特徴とする請求項１～４に記載の街路灯用照明器具。
【請求項６】
　前記隔壁に薄板材を用いるとともに、前記隔壁の形状を前記照明開口部に向けて開口面
積が広くなるテーパー形状に形成したことを特徴とする請求項１～５に記載の街路灯用照
明器具。
【請求項７】
　前記隔壁の照明開口部が内接し、前記照明用ＬＥＤ及び前記視認用ＬＥＤを外界から覆
うグローブを備え、
　当該グローブの中央部には、前記照明開口部から出射される前記照明光を透過する照明
光透過部が形成され、当該グローブの側部には、前記視認光拡散板が形成されてなること
を特徴とする請求項１～６に記載の街路灯用照明器具。
【請求項８】
　太陽光発電を行うソーラーパネルと、
　前記ソーラーパネルが発電する電力を蓄電するバッテリーと、
　周囲の明るさ又は時刻に応じて、前記バッテリーに蓄電された電力を前記照明用ＬＥＤ
及び前記視認用ＬＥＤに供給するコントローラと、
を備えてなることを特徴とする請求項１～７に記載の街路灯。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、昼間に太陽光発電等により充電した電力を用いて、夜間などにおいて屋外等
で点灯させる用途に用いる省電力形の照明器具並びに当該照明器具を用いたソーラー式の
街路灯に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　特開２００３－１５１３２０号公報（特許文献１）には、地上から立設した支柱と、当
該支柱の最上部に配置され日照時において太陽光発電を行うソーラーパネルと、当該ソー
ラーパネルに隣接する下方に配され、発電した電力を蓄電するバッテリーと、前記支柱上
部から側方に張出して地上を照らす照明灯とを備えた街路灯が記載されている。
【０００３】
　この特許文献１に記載されている照明灯には、光源となる複数の発光ダイオードと、発
光ダイオードが発光した照射光の到達距離を延長するレンズカバーとが設けられている。
この、ソーラー式の街路灯は、昼間に太陽光を受けるとソーラーパネルが太陽光エネルギ
ーを電気エネルギーに変換してバッテリに蓄電する。そして、夜間になるとタイマ回路が
働いて、発光ダイオードの全てを点灯させて、地面を広範囲に照明する。発光ダイオード
が点灯した後、４時間が経過すると、タイマ回路の働きにより半分の発光ダイオードを消
灯させて、照明の明るさを半分にする。更に、朝方になると、タイマ回路の働きにより全
ての発光ダイオードを消灯させている。
【０００４】
　また、特開２００４－１１１１０４号公報（特許文献２）には、一つの電球形をした照
明器具の内部に、器具下面を主に照らす照明用の白色ＬＥＤと、器具側面から側方に向け
て演出光を発光する電球色ＬＥＤとが設けられている照明器具が示されている（特許文献
２の図２７参照。）
【０００５】
　特許文献２に記載されている電球形の照明器具を、室内の天井近くに配置することによ
り、照明器具直下の床方向を白色で照らし、壁及び天井方向を電球色で照らすことができ
る。また、側方に向けて発光する電球色に変えて、黄色や橙色等、他の発光色のＬＥＤを
用いることによって、壁や天井の色を調節して、くつろぎ感の演出を行うことができると
されている。
【０００６】
　また、特開平１１－１４４５１０号公報（特許文献３）には、天井から吊り下げて使用
する円盤状の照明装置であって、中央内部に演出用の２０ワット液晶パネル用環状蛍光ラ
ンプを有し、その液晶パネル用環状蛍光ランプの直下に、フルカラー液晶パネルを配置し
て、演出用に発光する光の照度レベル、色温度、発光色の調節を可能とした照明装置が記
載されている（特許文献３の図１参照）。この照明装置によれば、当該照明装置の直下に
居る在室者に対して、照度レベル、色温度、発光色を調節することにより、自然環境のシ
ミュレートや演出を行い、在室者に安らぎを与えることができる。
【０００７】
　なお、この特許文献３に記載されている円盤状の照明装置の外周内部には、室内を明る
く照明するための４０ワット照明用環状蛍光ランプが配置され、その照明用環状蛍光ラン
プの外周及び下方を覆うように、周辺拡散板が配置されている。なお、演出用の２０ワッ
ト液晶パネル用環状蛍光ランプと、照明用の４０ワット照明用環状蛍光ランプとの間には
、双方の光源間を仕切る、鼓形の隔壁が配置されている。すなわち、一つの照明装置の内
部に、照明用の光源と演出用の光源とを独立して有しており、それぞれの光源は、隔壁に
よって分け隔てられた別々の格納室内に配置されている。
【０００８】
　また、特許文献３には、中央部に設けられている演出用の２０ワット液晶パネル用環状
蛍光ランプ及びフルカラー液晶パネルに代えて、ＲＧＢ三原色ＬＥＤを配置した、室内用
照明装置が記載されている（特許文献３の図２及び図３参照。）。また、特許文献３には
、天井から吊り下げて使用する球形の室内用照明装置が記載されている（特許文献３の図
４参照。）。この照明装置の外周部からは、演出用ＬＥＤが発光する演出光が出射され、
照明装置の下方からは照明用光源が発した照明光が出射されるようになっている。また、
この照明用光源として、ＬＥＤを用いたバリエーションも示されている。
【０００９】
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　また、特開平７－１９２５１５号公報（特許文献４）には、照明用光源から照射された
光を透光させる透明支持板と、透明支持板を透光した光の一部を直角に反射させて、照明
器具の側方に向けて出射させるための、左右に傾斜させた２対の反射板と、この反射した
光を拡散させて照明器具の側方に出射させる２対の拡散板とを備えた照明器具が記載され
ている。また、透明支持板を透光した光のうち反射板に向かわなかった光は、下方拡散板
を用いて拡散させた後に、照明光として床面に向けて出射している。側方に向けて出射す
る光は、部屋の壁面に照射して演出効果を得るための演出光として用いている。
【００１０】
　なお、この特許文献４に記載されている照明器具では、透明支持板を光路方向に移動さ
せることにより、透明支持板と接している伸縮自在な２対の反射板が伸縮するので、反射
板の面積が変化する。これにより、側方に出射する演出光の光量と、下方に出射する照明
光の光量との割合を調節することができる。
【特許文献１】特開２００３－１５１３２０号公報
【特許文献２】特開２００４－１１１１０４号公報
【特許文献３】特開平１１－１４４５１０号公報
【特許文献４】特開平７－１９２５１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　特許文献１に記載されている街路灯は、昼間の日照時に太陽光発電を行って得られた電
力を蓄電し、その電力を用いて夜間に街路灯を点灯させている。したがって、点灯時にお
ける消費電力を抑えるために、地面を照らす街路灯の光源としてＬＥＤを用いている。
【００１２】
　しかし、近年では、単なる街路灯としての照明の機能のみならず、点灯している街路灯
の側方からの視認性（夜間において、眩しいグレアを感じることなく、そこに街路灯が存
在していることを認識することが可能な性能を言う。）や遠方からの視認性（夜間におい
て、同方向に存在する建物の灯や看板の灯などに紛れることなく、そこに街路灯が存在し
ていることを認識することが可能な性能を言う。）、観察者が受ける落ち着いた雰囲気や
心地よさ、安らぎ等についても要求されるようになっており、更には防犯効果についても
要求されている。特に、公園や広場などに設置される街路灯には、点灯時の外観や視認性
の良さが要求されるようになっている。
【００１３】
　特許文献２に記載されている照明器具では、演出光を側方に出射する演出用ＬＥＤと、
照明光を下方に出射する照明用ＬＥＤとが、照明器具の単一の区画内に配置されている。
したがって、側方からこの照明器具を見た場合には、演出用の光源と照明用の光源とが混
在して見えるので混色が生じ、色が濁ることにより演出の効果が大きく低下するという不
具合を生ずる。また、側方から見た際に一球一球のＬＥＤが光って見えるために、演出光
の輝度にムラが生じており、演出の用途には適さないものである。また、照明用ＬＥＤに
よるグレアも生ずるために、側方から見た際に眩しく見えて、落ち着いた雰囲気や心地よ
さ、安らぎを得ることができなかった。
【００１４】
　特許文献３の図１及び図３に示されている室内用照明装置では、外周部に照明用光源が
配置されているために、これを街路灯に適用すると、側方から当該室内用照明装置を見た
際に眩しく見えるとともにグレアが生ずる。したがって、この室内用照明装置を側方から
見た際には、落ち着いた雰囲気や心地よさ、安らぎを得ることができなかった。また、特
許文献３の図４に示されているように、演出用ＬＥＤを室内用照明装置の外周に配置する
と、側方から見た際に一球一球のＬＥＤが光って見えるためにグレアが生じる。また、多
数のＬＥＤを配置すると消費電力が増大するので、ソーラー式の街路灯として用いる場合
には、消費電力が多すぎるために夜間における点灯時間が制限されたり、ソーラーパネル
やバッテリーを大型化する必要があるなどの不具合を生ずる。
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【００１５】
　また、特許文献４に記載されている照明器具では、照明光と演出光との双方に単一の光
源を用いる構造であるために、地面を照明するための照明光の光量を多くしようとすると
、必然的に側方出射する演出光も明るくなるのでグレアが生じる。したがって、側方に出
射する演出用の光を用いて、落ち着いた雰囲気や心地よさ、安らぎを演出することが困難
であるという不具合を生じる。
【００１６】
　なお、特許文献４に記載されている照明器具を用いて、側方に出射する光の光量を減少
させようとすると、必然的に側方から見た際の発光面積が減少するので、側方や遠方から
の視認性が低下するという不具合を生ずる。
【００１７】
　本発明は、上記の問題点を解決するために創出されたもので、昼間の日照時に充電して
おいた電力を用いて夜間に路面や地面の照明を行う街路灯用照明器具において、夜間に点
灯している街路灯用照明器具を側方や遠方から見た際に、落ち着いた雰囲気や心地よさ、
安らぎを得ることが可能な街路灯用照明器具並びに街路灯を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　前述の目的を達成すべく、本発明に係る街路灯用照明器具の主な構成は、路面等を照ら
すための照明光の発光を行う照明用ＬＥＤが中央部に配置され、側方からの視認性を高め
るための視認光の発光を行う視認用ＬＥＤが前記照明用ＬＥＤの外側に配列され、前記照
明用ＬＥＤと前記視認用ＬＥＤとの間を仕切る隔壁が配され、当該隔壁の外周面には、前
記視認用ＬＥＤが発光した光を側方に向けて反射させる反射面が形成されるとともに、当
該隔壁の開放端には前記照明光を出射する照明開口部が形成されてなり、前記視認用ＬＥ
Ｄの外側には、前記視認用ＬＥＤが発した光、及び前記反射面にて反射された反射光を拡
散させて側方に出射する視認光拡散板が配されてなることを特徴としている。
【００１９】
　更に、前記視認用ＬＥＤとして、前記照明用ＬＥＤよりも低輝度のＬＥＤを用いること
が好ましく、１５００ミリカンデラ（以下、ｍｃｄと略称する。）以下の光度、且つ、光
の指向特性が１００°以上の広指向角ＬＥＤを用いることが好ましい。前記照明用ＬＥＤ
としては、光の指向特性が９０°以下の狭指向角ＬＥＤを用い、前記照明用ＬＥＤから３
ｍｍ～１０ｍｍ離れた位置に、照明光を拡散させる照明光拡散板を備えることが好ましい
。
【００２０】
　また、前記視認光拡散板は、少なくとも５０ｍｍ以上の側面高さ及び側面幅を有する拡
散板とすることが好ましく、前記隔壁には薄板材を用いるとともに前記隔壁の形状は前記
照明開口部に向けて開口面積が広くなるテーパー形状に形成することが好ましい。
【００２１】
　また、他の態様として、前記隔壁の照明開口部が内接し、前記照明用ＬＥＤ及び前記視
認用ＬＥＤを外界から覆うグローブを備え、当該グローブの中央部には、前記照明開口部
から出射される前記照明光を透過する照明光透過部を形成し、当該グローブの側部には、
前記視認光拡散板を形成することが好ましい。
【００２２】
　また、上記街路灯用照明器具に加えて、太陽光発電を行うソーラーパネルと、前記ソー
ラーパネルが発電する電力を蓄電するバッテリーと、周囲の明るさ又は時刻に応じて、前
記バッテリーに蓄電されている電力を前記照明用ＬＥＤ及び前記視認用ＬＥＤに供給する
コントローラとを設けて街路灯を構成することが好ましい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係る街路灯用照明器具は、中央部に配置した照明用ＬＥＤと、外側に配列した
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視認用ＬＥＤとの間に隔壁を配し、当該隔壁の外周面には視認用ＬＥＤが発光した光を側
方に向けて反射させる反射面を形成するとともに、視認用ＬＥＤの外側に、視認用ＬＥＤ
が発した光を拡散させて側方に出射する視認光拡散板を配したので、照明光とは完全に独
立した視認用の拡散光を側方に出射することができる。したがって、グレアが少なく視認
性に優れた視認光を側方に出射することができる。また、視認用ＬＥＤとして、青色、緑
色、赤色、黄色、橙色、桃色、紫色、電球色、蝋燭色、その他の発光色のＬＥＤを用いる
ことにより、低消費電力でありながら、街路灯が設置されている路地や公園において、落
ち着いた雰囲気や心地よさ、安らぎを演出することができる。また、周囲の明るさや時刻
、季節に応じて異なる色を街路灯の側方から出射して、当該街路灯の遠方からの視認性を
高めたり、演出効果を高めることができる。また、緊急時には、電灯線から電力の供給を
受けることなく、緑色を点滅させて避難誘導に用いたり、赤色を点滅させて遠方から危険
を通報することも可能である。
【００２４】
　また、視認用ＬＥＤとして照明用ＬＥＤよりも低輝度のＬＥＤを用いたり、視認用ＬＥ
Ｄとして１５００ｍｃｄ以下の光度、且つ、光の指向特性が１００°以上の広指向角ＬＥ
Ｄを用いることによって、眩しくなくグレアの少ない視認光を出射することができ、より
落ち着いた雰囲気や心地よさ、安らぎを演出することができる。
【００２５】
　他方、照明用ＬＥＤとしては、光の指向特性が９０°以下の狭指向角ＬＥＤを用い、照
明用ＬＥＤから３ｍｍ～１０ｍｍ離れた位置に、照明光を拡散させる照明光拡散板を備え
ることによって、高い照度を維持しながら、照度のムラを減少させることができる。例え
ば、照明用ＬＥＤと照明光拡散板との間の距離を３ｍｍよりも近づけると、路面や地面に
照明光を照射した際に、ＬＥＤ一球一球の照明光が照度のムラとなって現れてしまう。ま
た、照明用ＬＥＤと照明光拡散板との間の距離を１０ｍｍよりも遠ざけると、光が拡散し
すぎるために、路面や地面に照明光を照射した際の照度が低下するという不具合を生ずる
。
【００２６】
　また、視認光拡散板に、少なくとも５０ｍｍ以上の側面高さ及び側面幅を備えた拡散面
積の広い拡散板を用いることによって、街路灯側方からの視認性を向上させることができ
る。また、照明器具の中央部に配置した照明用ＬＥＤと外側に配列した視認用ＬＥＤとの
間を仕切る隔壁に薄板材を用いるとともに、当該隔壁の形状を照明開口部に向けて開口面
積が広くなるテーパー形状にすることによって、所定の角度で拡散させている照明光の一
部を遮ってしまうことを防止し、視認光を効率良く側方に反射させて照明器具の側方に向
けて出射することができる。また、隔壁に薄板材を用いることによって、限られた容積の
街路灯用照明器具の内部に、効率良く照明用ＬＥＤと視認用ＬＥＤとを配置するとともに
、照明光と視認光との間における混色を防止することができる。
【００２７】
　また、隔壁の照明開口部を内接させつつ照明用ＬＥＤ及び視認用ＬＥＤを外界から覆う
グローブを、街路灯用照明器具の外周に配置することにより、外界の環境から照明器具内
部の光源や配線を保護することができる。また、視認光拡散板をグローブの側部に形成す
ることにより、街路灯用照明器具をコンパクトに構成することができる。
【００２８】
　また、照明器具と、ソーラーパネルと、バッテリーと、コントローラとを設けて街路灯
を構成することによって、太陽光発電により得られた電力をバッテリーに蓄電し、周囲が
暗い時、又は夜間において、バッテリーに蓄電した電力を用いて路面や地面の照明を行う
とともに、街路灯用照明器具から側方に均一な低輝度の視認光を出射して、落ち着いた雰
囲気や心地よさ、又は安らぎの演出をすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、添付図面に示す実施例に基づき、本発明の街路灯の実施形態を説明する。
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　図１は本発明に係る街路灯の斜視図である。
　図１に示すように、街路灯１０は、地面に立設固定されている箱体１４と、二股に分か
れた柱状の下端部を前記箱体１４の両脇に締結することにより上方に向けて垂直に立設さ
せて、その上端部に太陽光発電を行うソーラーパネル３０を取り付ける支柱２０と、前記
二股に分かれた支柱２０の間の上方部位であって前記ソーラーパネル３０の下方に配置し
た照明器具４０とから構成されている。
【００３０】
　支柱２０の最上部に取り付けられているソーラーパネル３０は、太陽光をなるべく垂直
に受けることができるように南向きに下り傾斜面を形成するように設置されており、昼間
の日照時において、効率良く太陽光発電を行うことができるようにしている。
【００３１】
　照明器具４０は、照明用ＬＥＤ（後段の図２にて説明する。）が発光した照明光を地面
に向けて出射する照明光透過部４６と、視認用ＬＥＤ（後段の図２にて説明する。）が発
光した光を拡散させて、照明器具４０の側方に向けて拡散光を出射する帯状の視認光拡散
部４４（視認光拡散板の一形態。）とを有する半球形のグローブ４８と、前記照明用ＬＥ
Ｄ、視認用ＬＥＤ、グローブ４８を保持するケース４２とから構成されている。
【００３２】
　例えば、昼間の日照時においてソーラーパネル３０が太陽光を受けると、太陽光エネル
ギーを電気エネルギーに変換して、箱体１４の内部に収納されているバッテリー（図手せ
ず。）に蓄電する。
【００３３】
　周囲が暗くなると、それを検知して箱体１４の内部に収納されているコントローラ（図
示せず。）から信号が発せられ、照明用ＬＥＤ及び視認用ＬＥＤに電力を供給して、照明
光及び視認光を発光させる。すると、グローブ４８の照明光透過部４６から下方に向けて
照明光が出射されて路面や地面を照らすとともに、グローブ側面の帯状の視認光拡散部４
４からは側方に向けて視認光が出射される。
【００３４】
　視認光は、観察者が遠方から、点灯している照明器具４０の側面を見た際に、照明器具
４０の存在を認識したり、街路灯１０が設置されている路地や公園において落ち着いた雰
囲気や心地よさ、安らぎを醸し出すための演出用の光である。この視認光の輝度や、輝度
の均一さ、発光面積、又は発光色等を所定の条件に設定することによって、観察者は、落
ち着いた雰囲気や心地よさ、安らぎ等を得ることができる。視認光の光源としては、太陽
光発電により得た電力を用いる関係上、発光効率が比較的良好なＬＥＤが適している。近
年では、青色、緑色、赤色、黄色、橙色、桃色、紫色、電球色その他の発光色を有するＬ
ＥＤが供給されているので、ＬＥＤを演出用の光源として用いることが可能である。また
、青色の視認光を照明器具４０の側面から周囲に向けて発光することによって、防犯効果
を得ることもできる。なお、視認光は、照明光と同色の色を用いてもよいし、照明光と異
なる色を用いることもできる。
【００３５】
　次に、本発明に係る照明器具４０の構造例について、図２及び図３を用いて説明する。
　図２は、本発明に係る照明器具４０の側面図及び側面断面図であり、図３は、図２に示
した照明器具４０を照明光の出射側から見た下面図である。なお、図３に示す下面図では
、内部の構造を観察しやすくするために、グローブ４８、照明光拡散板５０及び隔壁５２
の一部を切除してある。また、図２は、図３に示すＩＩ－ＩＩ断面図である。
【００３６】
　図２に示すように、照明器具４０は、照明器具４０内の収容物等を保持するケース４２
と、路面等を照らすための照明光５５の発光を行う照明用ＬＥＤ５４と、照明用ＬＥＤ５
４が発光した照明光５５を所定の角度だけ拡散させる照明光拡散板５０と、側方からの視
認性を高めるための視認光５７の発光を行う視認用ＬＥＤ５６と、照明用ＬＥＤ５４と視
認用ＬＥＤ５６との間を仕切る隔壁５２と、隔壁５２や照明用ＬＥＤ５４、視認用ＬＥＤ
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５６等の照明器具４０の内容物を外界から覆うグローブ４８とを備えている。グローブ４
８の中央部には、照明開口部５３から出射される照明光５５を透過する照明光透過部４６
が形成されており、グローブ４８の側部には、視認用ＬＥＤ５６が発した光、及び隔壁５
２外側の反射面５１にて反射した反射光を、拡散させて照明器具４０の側方に出射する帯
状の視認光拡散部４４が形成されている。このグローブ４８は、防水用のパッキン６２を
介してケース４２に固定されている。なお、図２及び図３に示す実施例では、グローブ４
８は薄肉の半球形状をしているが、用途に応じて、長円形状や１／４球形状その他の形状
のものを用いることができる。
【００３７】
　照明用ＬＥＤ５４は、円形プリント基板６０に密集させてハンダ付けされている。円形
プリント基板６０は、スタッド５８を介して隔壁５２とともにベース板４３に取り付けら
れている。なお、ある程度照明光５５を拡散させるための照明光拡散板５０も、スタッド
５９を介して円形プリント基板６０とともにベース板４３に取り付けられている。
【００３８】
　視認用ＬＥＤ５６は、環状プリント基板６１に垂直にハンダ付けされている。したがっ
て、視認用ＬＥＤ５６をリフロー等の既存の組立設備を用いて容易に環状プリント基板６
１にハンダ付けして量産することができる。なお、この視認用ＬＥＤ５６が発光した光は
、隔壁５２外側に形成されている反射面５１や視認光拡散部４４の働きにより、均一な視
認光５７として照明器具４０の側方に対して出射させることができる。
【００３９】
　前記照明用ＬＥＤ５４として、例えば１８０００ｍｃｄ以上の白色の高輝度ＬＥＤを用
いることができる。この照明用ＬＥＤ５４は、支柱２０（図１参照。）の上方から路面や
地面を照明するための照明光５５の光源である。この照明光５５には、ある程度の指向性
とある程度の照度とが必要になることから、照明用ＬＥＤ５４として光の指向特性が１０
°～９０°程度の狭指向性の光源を用いるとともに、要求される照度に応じて複数の照明
用ＬＥＤ５４を配置すると良い。図２及び図３に示す実施例では、照明器具４０の中央部
に６０球の照明用ＬＥＤ５４を配置して、照明用光源を形成している。なお、６０球の照
明用ＬＥＤ５４を点灯させた場合であっても、１組の照明用ＬＥＤ５４を３球毎に直列に
配列し、１２Ｖの電源電圧を用いて２０ｍＡの定電流駆動を行うことにより、２０組×２
０ｍＡ×１２Ｖ＝４．８Ｗ程度と、低消費電力の発光を実現することができる。
【００４０】
　なお、照明用ＬＥＤ５４として、指向性の強い狭指向角の高輝度ＬＥＤ（例えば、指向
特性が９０°以下の高輝度ＬＥＤ。）を用いた場合には、照明光５５を照射した際に照明
用ＬＥＤ５４毎の輝度ムラが発生する可能性があるので、照明光５５をある程度拡散させ
るための照明光拡散板５０を、照明用ＬＥＤ５４の前方に配置するとよい。更に、この照
明光拡散板５０と照明用ＬＥＤ５４との間の距離を３ｍｍ～１０ｍｍ程度離すことによっ
て、照明光５５の照度ムラを減少させながら、所定の照度を確保することができる。照明
光５５の拡散角度は、通常６０°程度が好ましいが、用途や照明器具４０から地面までの
距離に応じて、３０°～９０°程度の拡散角度のものを用いることができる。照明光５５
の光源としては、白色の他、青色、緑色、赤色、黄色、橙色、桃色、紫色、電球色、蝋燭
色、その他の発光色のＬＥＤを用いることができる。
【００４１】
　図２に示すように、中央部に配置した照明用ＬＥＤ５４と、その外側に配列した視認用
ＬＥＤ５６との間を仕切る隔壁５２の素材には、薄板材に絞り加工を施すとともに、光を
拡散させるために表面を白く塗装した板材を用いている。光を拡散させるための表面処理
として、白色塗装の他、青色、橙色等の塗装を用いることができる。また、クロームメッ
キ、バイブレーション研磨、拡散シートの貼付等を行うことができる。
【００４２】
　また、隔壁５２の素材に薄板材を用いることによって、照明用ＬＥＤ５４と視認用ＬＥ
Ｄ５６との間を効率よく仕切ることができ、照明器具４０をコンパクトにすることができ
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る。また、隔壁５２の形状を、照明開口部５３に向けて開口面積が広くなるテーパー形状
にすることによって、所定の角度で拡散している照明光５５の一部が遮られることを防止
するとともに、隔壁５２の外側に形成されている反射面５１が視認光５７を効率良く反射
させて、輝度ムラが少ない視認光５７を側方に出射させることができる。また、隔壁５２
の照明開口部５３をグローブ４８に内接させることにより、照明用ＬＥＤ５４が発光する
照明光５５と、視認用ＬＥＤ５６が発光する視認光５７とを分離して、混色を防止するこ
とができる。これにより、視認光５７に照明光５５が混ざり合って色合いが汚くなり、演
出光としての効果が低下する不具合を防止することができる。
【００４３】
　一方、視認光５７にグレアが生じないように、視認用ＬＥＤ５６として１５００ｍｃｄ
以下の比較的低輝度のカラーＬＥＤや、発光色の色温度が３０００°Ｋ以下のＬＥＤを用
いると良い。例えば、蝋燭が発する弱い光や、ランタンが発する弱い光が、人に安らぎや
癒しを与えるように、視認光５７の輝度や、輝度の均一さ、発光面積、又は発光色等を所
定の条件に設定することによって、観察者に対して、落ち着いた雰囲気や心地よさ、安ら
ぎ等を与えることができる。更に多種類の色の視認光５７を発光させるために、複数色の
視認用ＬＥＤ５６を照明器具４０の内部に配列することができる。また、時刻や季節に応
じて異なる色の視認光５７を出射するように制御することもできる。
【００４４】
　また、照明器具４０の側方から出射する視認光５７を用いて、落ち着いた雰囲気や心地
よさ、安らぎ等を観察者に提供する場合には、帯状の視認光拡散部４４から出射する視認
光５７の輝度を低輝度に抑えるとともに、グレアや輝度ムラを少なくして、なるべく視認
光拡散部４４が均一な視認光５７を発するように工夫することが好ましい。
【００４５】
　そのためには、視認用ＬＥＤ５６として照明用ＬＥＤ５４よりも低輝度のＬＥＤを用い
るとともに、光の指向特性が１００°以上の広指向角ＬＥＤを用い、複数の視認用ＬＥＤ
５６を照明器具４０の外周部分に配列することが好ましい。図２及び図３に示す実施例で
は、３０球の視認用ＬＥＤ５６を照明器具４０の外周部分に均等に配列することによって
、視認用の光源を形成している。
【００４６】
　なお、図２及び図３に示すように、視認光５７の発光用として、３０球の視認用ＬＥＤ
５６を用いた場合であっても、１組の視認用ＬＥＤ５６を３球毎に直列に配列し、１２Ｖ
の電圧を用いて１５ｍＡの定電流駆動を行うことにより、１０組×１５ｍＡ×１２Ｖ＝１
．８Ｗ程度と、低消費電力にすることができる。例えば、上記の照明用ＬＥＤ５４と併用
した場合であっても、昼間の日照時に５５Ｗのソーラーパネル３０により発電した電力を
用いて、夜間において１４時間点灯させ続けることが可能である。
【００４７】
　また、より均一な視認光５７を出射するために、隔壁５２の外周には、広指向角の視認
用ＬＥＤ５６が発した光を側方に向けて反射させる反射面５１が形成されている。この反
射面５１は、均一な反射角で光を反射させてしまう鏡面よりも、反射光が拡散光となるよ
うに反射面５１を白色の塗装面としたり、シボ加工、エンボス加工等を行うとよい。また
、より均一な視認光５７を出射するために、視認用ＬＥＤ５６の外側に、視認用ＬＥＤ５
６が発した光を拡散させて側方に出射させる帯状の視認光拡散部４４を設けることが好ま
しい。なお、図２及び図３に示す実施例では、グローブ４８の基底部分に側面高さＷの視
認光拡散部４４を形成した実施例を示してあるが、グローブ４８とは別体の独立した視認
光拡散板を設けてもよい。
【００４８】
　視認光拡散部４４の素材として、透明樹脂やガラスを用いることができる他、拡散シー
ト、プリズムシート等を用いることができる。図１～図３に示したグローブ４８のように
、曲面から形成されているものの一部を視認光拡散部４４として用いる場合には、ガラス
や、耐候性処理を行ったポリカーボネート等の素材の表面に、エッチングやサンドブラス
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トによる粗面加工を施したものを用いることができる。特に、サンドブラスト加工を用い
る場合には、マスキングを行うことにより、一つのグローブ４８に、透明な照明光透過部
４６と粗面加工を施した視認光拡散部４４との双方を形成することができる。
【００４９】
　なお、照明器具４０の側方からの視認性を向上させるためには、視認光５７を出射する
帯状の視認光拡散部４４の側面高さＷ（図３参照。）を広くすることが好ましく、例えば
５０ｍｍ以上の側面高さにするとよい。また、図３に示す実施例では、視認光拡散部４４
が、直径約２００ｍｍの半球形をしたグローブ４８の基底部全周に形成されているので、
側方から観察した場合には、帯状に形成されている視認光拡散部４４の側面幅は、グロー
ブ４８の基底部にて最大２００ｍｍ確保されていることになる。この視認光拡散部４４の
側面幅も、遠方からの視認性を考慮すると、５０ｍｍ以上確保しておくことが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明に係る照明器具４０を、太陽光発電式の街路灯１０に用いることによって、昼間
に照射される太陽光を利用して夜間において路面や地面に対する照明を行い、人々の通行
の安全に寄与するとともに、視認光を街路灯１０の側方に向けて出射させて、周辺の人々
に落ち着いた雰囲気や心地よさ、安らぎ等を与えることができる。また、本発明に係る照
明器具４０は、ソーラー式の街路灯１０に用いることに限らず、低消費電力形の照明器具
として用いることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明に係る照明器具を備えた街路灯の斜視図である。
【図２】本発明に係る照明器具の側面図及び側面断面図である。
【図３】図２に示した照明器具を照明光の出射側から見た下面図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１０　街路灯
　１４　箱体
　２０　支柱
　３０　ソーラーパネル
　４０　照明器具
　４２　ケース
　４３　ベース板
　４４　視認光拡散部
　４６　照明光透過部
　４８　グローブ
　５０　照明光拡散板
　５１　反射面
　５２　隔壁
　５３　照明開口部
　５４　照明用ＬＥＤ
　５５　照明光
　５６　視認用ＬＥＤ
　５７　視認光
　５８，５９　スタッド
　６０　円形プリント基板
　６１　環状プリント基板
　６２　パッキン
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